
R2年7月～9月値
送付数 63 回答数 44 回答率 69.8%

問．　現在の貴社の状況は1年前と比べてどのように感じていますか

ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比

▲ 56.8 ▲ 5.7 ▲ 42.9 40.5 ▲ 58.8 ▲ 14.4 ▲ 58.3 ▲ 12.2 ▲ 62.5 ▲ 12.5

▲ 52.3 1.2 ▲ 28.6 54.8 ▲ 64.7 ▲ 9.2 ▲ 41.7 ▲ 3.2 ▲ 62.5 ▲ 12.5

▲ 43.2 ▲ 3.6 ▲ 28.6 38.1 ▲ 41.2 3.3 ▲ 41.7 ▲ 25.0 ▲ 62.5 ▲ 12.5

▲ 11.4 ▲ 1.8 ▲ 14.3 19.0 ▲ 17.6 ▲ 12.1 ▲ 8.3 ▲ 8.3 0.0 20.0

▲ 29.5 ▲ 10.9 ▲ 14.3 19.0 ▲ 23.5 ▲ 12.4 ▲ 41.7 ▲ 18.6 ▲ 42.9 ▲ 17.9

▲ 36.4 ▲ 20.1 ▲ 42.9 ▲ 42.9 ▲ 29.4 ▲ 12.7 ▲ 45.5 ▲ 37.1 ▲ 37.5 12.5

問．　来期（Ｒ2年10～12月）の状況は今期に比べてどのようになると思われますか

ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比 ＤＩ値 前回比

▲ 38.6 17.2 14.3 64.3 ▲ 41.2 19.9 ▲ 75.0 ▲ 16.7 ▲ 25.0 25.0

相生市主要企業における景気動向調査結果
（概　要）

製造 サービス業商業全体 建設

　全業種の景況ＤＩ値は▲56.8となり、前期調査値(R2年4～6月)と比較して▲5.7ポイントわずかに
下がった。
　業種毎では、前々期で急降下した建設業のＤＩ値が▲42.9(前回比40.5ポイント増)と急上昇した
が、他の業種は少しづつポイントが下がり、製造業のＤＩ値は▲58.8(前回比14.4ポイント減)、商業
業はＤＩ値▲58.3(前回比12.2ポイント減)、サービス業はＤＩ値▲62.5(前回比12.5ポイント減)と
なっている。
　来期の見通しについては、商業だけは今期よりも景気が下がると予測しているが、建設業、製造
業、サービス業は景気が大きく良くなると予測していることから、全体的なＤＩ値は上がると予想さ
れる。
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